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最 近 の 戸 塚 工 場
To七島膿aⅥro血s ofIJate

日立某作所戸塚工場に於ける製品は有線通信磯､無線

通信機､粁送電話装置及びその応用､気化静及びその他

に大別される｡本文並びに以下に於ては戸塚工場製品の

概要と最近の新設計による磯器についてその大要をのべ

たものである｡

有線通信機は最も古く生産を開始したものでその中電

話機ほ最初は2号電話機であったがついで3号電話機と

なり現在は4号式電話機となっている｡4号式電話機は

隋和25年皮より生産に入ったもので送話器受話器の特

性は著しく改善されその他の部分も合理的な設計になる

高級電信機で諸外国の電話機に比して遜色ないものであ

る｡4号電話機としてほ従来の標準色である黒色以外に

若草色､乳白色､銀鼠色及びえんじ色の四種の色彩 詣

磯を標準として製作している｡又最近南方向高湿高温用

で防虫処理をした輸出向電話機及び無電池式の簡易型

話磯を開発した｡

交換機は都市に於ける方式変更及び増設は大部分が日

動交換撥であるので自動交換機の需要は急激に増大しつ

つありそれにともない生産も急上昇をたどりつゝある｡

工場に於ては1,000坪の組立工場を冷房防塵装置を施

して自動交換機の品質の向上に一段の努力を払いつゝあ

る｡又私設交換機所謂PBXの民間開放忙ともない手動

自動の二交換機は自由競争となり需要も増大するものと

考えられる｡米国大使館折入500回線自動交換撰､教育

大学約入100回線日動交換枝はこれ等の例である｡

無線磯は昭和14年､搬送 諸装置は昭和21年に生産

を開始したもので前者ほ戦前に於ては放声装置､一般無

線機を生産し戦時に及んでほ移動用無線依及び航窒無線

磯を生産した｡哉後に於てはラジオ､漁業無線の生産を

開始した｡後者ほ幾多の設計の改良を見て好成蹟で現在

に及んでいるが最近無線機の需要はVHF帯のFM式無

線機及び予備隊用等の軍無線麒が増大している｡移動用

携帯用に於ては特に小型軽量のものが要望されている｡

150MCFM無線桜､150MCウォ←キ←トーキー､SCR

619予備隊無線機等はこれ等の例である｡

縦 装置に於てほ､通信線を用いる通信線搬送襲

日立製作所戸塚工場全景

力線を用いる 力線搬送電話装置があるが､何れ

に於ても簡易型のもの､高級のもの等用途によって要求

が異る｡

これ等は終戦後生産を開始したものであるがすでに国

鉄､私鉄､電力会社等に多数納入し好成琵をおさめてい

る｡童貰 用としてのテレメrク､送

はすでに国鉄並びに カ会社に嗣入満足な結果を得てい

るがこれ等は遠方制御装置等と共に今後益々発達する部

門である｡

テレヴィジョン､極超短波多重通信は今後無線界の二

大部門にあるが試作を完了し後者は

実地試験中である｡

信電話公社と共同

気化器ほ大型小型自動専用､オート≡輪専用､スクー

ター用等を製作している｡革葡製作会社に於ける活溌な

新尊計画とエソヂyの性能向上のために気化許も新設計

のもの及び改良が盛に行われつゝあり最近大型小型共著

しく性能が向上した｡

MPコンデンサーは容積が少く自癌性がある特長を右

し､電話機用､交換 用､搬送装置用として構造上､性

饉上最も適当したものであることが実証され実用期に入

った｡

米国大便忘舘納500回線自動交換機

日立製作所が米国大使館に27年臣節入した500[司線

自動交換機は米国大使館内部の相互通話及び局線への発

着信に用いられる所謂PBXである｡

納入の磯掛ま直流 瀧 を除く一切のもので､自動交換

楼本体､中経台､試験装置､配線盤渾､附属晶及び予備

晶､信号電源､エ具猥などは勿論の メガー､真峯掃除

器などの細部にいたるまでの楼器を含んでいる｡

その中 方式ほ第l囲に京す如くで､内線回路はライ

ソスイッチ方式であり､収容回線数は内線の笑装容量と

も500回線､局蹄は容量52回紋､実装50回線である｡

中継台は2座 5パネル塾2台で､100回線当りのコソ

ネクタ数は容量16箇､実装11箇である｡

厳暑旨のうちライソスイッチ､セレクタ､コソネクタな

どは日本電信電話公社標準の機器であり､局線回路､.中

鮭台及び主監祝信号装置ほ最新型でそれぞれ特長を有し

ている｡
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第2図

Fig.2.

米国大使館湘南繰

終電蕃袈

RepeatorRackof

PABX fo王･tT.S.

Embassy

第34巻 第12号

第1図

Fig.1.

第3図 米国大使館納主監

硯信号盤

Fig･3.MainSupervisory

Board of PABX

for US Embassy

局線回路は第2図の謎電器架に実装されているものを

云している｡数回線宛一枚の鉄板に端子板､テストジャ

ックと共に牧容されていて保守に便ならしめると共に漏

諸に対して安全率の高い配列を与えている｡回路は中

台の回路と共に対局線通話に対して安定なサービスを提

供する｡

主監視信号盤は第3図に示されているが.上部より統

計用度数計､監視用継電器､ラソブ､ 贋類､ヒューズ

藍､信号機用配電盤を備えて､稔ての必要な警報表示が

容易になされ､タイムコこ/トー,･-ル回路が特に工夫をな

されている｡

米国大使館紡500回線

自動交換機中継方式図

Trunking Diagram of

500 Line Private

Antomatic Branch

Exchange for ロ.S.

Emba∈箔y

第4図 米 国 大 使 館 納 中

Fig.4.Attendant Board of PABX

Embassy

継 台

for tJ.S.

第4図の中融合の正面パネルは真申に雑回路､その左

右の各パネルには上部に内線を､下部には局線を牧容す

るジャックを備え､座席当りの紐は12対である｡

以上これ等の機器ほ十分に管理された部品で組立てら

れ､動作安全率､寿命の点などについて特に考慮がはら

われているので､米国大使館の事務離率向上に寄与する

こと大なるものがあると期待されている｡

特殊携帯用無線機の試作亮了

携帯用無線機(WalkieTalkie)は移動通信として無

線機の利用面で大きな特色を持った分野であるが､我国

に於ては終戦後ほ僅かにVHF/FM移動用無線通信系に

リソクするものが電力会社その他で試用されている程匿

であった｡
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第5図 特 殊 携 帯 無 線 機

Fig.5.ExternalView of Walkie Talkie

近頃国警戒いは警察予備隊等治安警備力の強化に伴

い､ 路用としてこの種無線機の急速な整備が

要求されてきた｡

日立製作所戸塚工 ではこのような小型移動無線機に

裁ては深い経験と技術を右するものであるが､この情勢

に対応し､その需要に応えるため目下各種

用無線機の研究及び試作に取掛っている｡

帯用､移動

その一幹として警察予備隊で採用されているWallくie

Talkie の 作が今回完了した｡

その性饉の概要ほ

使用周波数滞.‥‥
‥･超短波鞘

通信方式‥周波 変調プレストーク 信方式

使用案窒管‥‥‥‥…･ミニアチュア管18本

送 信 機……‥FMリアクタ∵/ス変調方式

機‥‥

源.･

重

スーパrヘテロダイン

‥乾
池

_t
t_.

里･‥･････

その性能､構造､材料､部品に裁ては

.‥ 約6kg

密な規格が要

凍されるのであるが､試作の結果はこれらの規格を十分

満足し､実用上極めて優秀な成果が期待される結果が得

られた｡

引つゞき今後の大量注文に備えて量産の準備に板碑つ

ている｡

予備隊納バイブレーター欝作

バイブレーターは直流低圧で動作する振動接点開閉器

の一種で変圧穿と組合せて任意の交､直流電圧を簡単に

作るもので移動用無線通信機の高圧電源として古くから

知られており､アメリカでは自動車ラヂオや軍用移動無

線通信機に広く実用されているが､従来の国産品は起動

不良､接点熔薦等の故障が多く信痕性が乏しかった｡

今回警察予備隊より同隊用携帯無線 話磯用パイプレ

ークーの国産化試作コンクrルが発表され日立製作所も

同業各社と共にこのコンクールに参加し､戸塚工場で研

第6図 試作バイブレーターJVB-8｣1ぉよび

JVB-9-Aの内部構造

Fig.6.Inside View ofTrialMadeVibrator

JVB-8-A andJVB-9-A

究試作を進め今夏6月完成し予備隊に提出した｡その後

同隊で厳重な性能試験並びに寿命試験が行われていたが

日立襲晶は抜群の優秀な成績でこれに合格し製造指命メ

←カーに指定された｡

第l表は試作バイブレーターの性能概要を､第`図は

その内部構造をそれぞれ示したもので､JVB-8-Aは動

作入力 庄が2V という低圧でしかも高能

と､JV8-9--Åは動作入力

であるこ

圧が5.4～15V という極め

て広範囲に亘ることが普通一般のバイブレーターと異な

かしい点であり､今回の試作品は銀系統の

第1 試作バイプレータ･-の性能既要

Tablel.Specification o壬VibratorJVB-8-A

andJVB-9-A

型名 r円途) Jレ′β-∂一肌繁信風圧洋=Jレβ-J一月(蓄電j世充電踊)

横 道

外墨/≠",全長Jオ,重畳β/βJ(声明J
全馬ケース全密閉完全防水型で/Jβの衝岳r乙種え

戯財､〟♂♂叩〝｡加刀の震動て異秋吉く

米回製作-β一礼及び雌一夕一丸と互換し得5毛のであること

口 金 1/御〃〟ソケット適合) 4脚 Hlギソケット適合)

動作 方式 開放芳区動r司期型旦 短絡駆動非同期型

入刀定格 封/.柑〃 射り/パムよ㍗-/〝闘銅

出力定柏 JJリ 〟〝月 り剖/左~月J

入力電圧範囲 /β～ ～.Jレ 力行イ押

時 簾 毎 β♂～♂♂%

耐寒耐熱性 -〃■1へ一十j沌(-Jβへ十甜守てい起動す乞‥二と)

有効雲合

内怒肢流

(底面国)

ノ鵡川【拷問以上

;_.一 室-

十 ヰ J

J

注:上表は米軍SCR【593無線械と組合せた倍を

示す｡
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合金接点と安来工場製バネ鋼板の組合せによる日立綜合

技術でこの 点を美事に解決しており､この項パイプレ

ークーとして画期的な高性能と信痺性を有し連続1,000

時間(Ⅰ日3時間で約1年間)以上の長寿命を保証でき

一般の小型移動無線機用としても最好適のものである｡

BT･102裸搬一遇話路搬送電話端居装置

本装置ほ使用周波数帯域に於ける線路損失が30db以

下の架基線に重畳して､搬送 話一通話路を構成する端

局装置で､相対向するA端局及びB端局より成る｡

本装置は第~7図に示す如く､標準鉄架に上より線路猫

波器盤､方向濾波器盤､変調器盤､ 験発振器盤､レべ

ル計盤､試験盤､復調器盤､音増終端盤､信号器藍､

器盤､ 源盤､自動 圧調整器盤を実装する｡

未装置は30kc以上の帯域に於て､次表の如き周波数

配列を用いている｡

本装置の主なる定格及び性能は次の如し｡

第7囲 BT】102型裸雅一通話

路搬送電話端局表記

Fig･7･TypeBT←102Single

Channel Carrier

Telephone Equip･

ment for Bare Line

瞥

姻

1→.一.■｢

■
∵
､
■
｣

β

∂

β

〃
…
ん

舶

許容線路

伝 送 方

12号

30 db以下

甑愕相ハ両び及波送

･
‥
‥乱

信 号 方 式……端局間2,300c/s連続 洗

信号交換台側16c/s信号

伝送用波数帯域‥.
‥‥.300c/s～2,500c/s

通 話 当

対向損失偏

量‥
‥.-8db

変 調 方 式..‥

標準変調度‥‥

標 準 出 力...

最 大 出 力‥.

標 準 入 力‥..

使用案墓管.

5db以下

..陽極変調

.‥40%

.+10db

‥ +20db

山一10db

CZ-501D….10水

CZ-････504D‖‥2本

使 用 電 源‥‥‥単相交流 200V

又は

直 流 250V

直 流 22V

自動電圧調整……‥定格′

150工nA

4.5A

圧+10%,-3q%

の変動に対し 十2.5%,

-5%以内に圧縮する

用回路放びレベル図は第8図に元す｡侍本装置は摺

和27年8月､日立製作所戸塚工場に放て製作し東京

力株式会社に納入され好成績を収めている｡

+// 〝

送信レ＼ル

十

l

註(〟俳聖九=昭

Lワ岩:ミ主三宝ご身のレへ

持.｣｣
､
ご及藍は■rし,‥射

ル乞汗､す

第8図

Fig.8.

∠〟お人カクf〝ヒJ力より胤∠躍三~r``･三

傑粥′ユー1グ′J意訳諮〔つ這三萱ンへこル三
戸こ寸

回 路 図 及 び レ ベ ル 図

Schematic Circuit DiagramandLevelDiagram

Of Type BT-102Carrier Equipment
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第9図100回線 自 動交換械中継方式図

Fig.9.Trunking Diagram oflOOLine Private

Automatic Branch Exchange

教育大学納100回線自動交換機

教育大学に納入した100回線自動式構内交換機は昨年

納入して好成績をおさめている大同海運株式会社網入晶

の姉妹品であって､自動交換機本体及び附属中鮭台で構

成されているがその概要は次に示す通りである｡

(1)収容回線数

実装容量とも内線ほ80回線､局線は10回線であ

る｡この局線は発着両用線及び発 昌一苛▲用保てビをそれぞれ

5回線収容している｡なおこの内線は将来100回線の

増設を予定されているがその中継方式ほ第9図の通り

である｡

･(2)構
成

自動交換機本体はライソスイッチ､コソネクタ､監

一視信号盤を■こ分れこれ等ほ全て高さ
2,300mlllのフレ

ームで電々公社の50号型に準じたものである｡ライ

第10図100回線自動交換機本体

Fig.10.Equipment oflOO Lines Private

Automatic Branch Exchange

1499

ソスイッチユニットは加入者

回路80回路を収容し､コ:/ネ

クタユニットほ0.9レベルP

-クリコyネクタ16乗りで

その実装は11箇である｡監

視信号盤は監視装置の他に局

線回路を収容しているがこの

本体調係を第10図に示してい

る｡申赴台は1座席2パネル

塾で高さは1,400mm であ

る｡

(3)性能及び特長

使用電圧は48Vで最大ル

rブ抵抗1,200虚,
!､∵･:i

抵抗20,000βの線路でも安定に動作する｡ダイヤル速

度は10イソパルス毎秒を標準とするがこの速度ほ7

乃至14となっても動作は安定である｡本交換機は回

路動作が簡単で構造も摩耗が少く長時間の使用に耐え

得るようにしてあるので故障も殆どなく調整も ■

■
■

良いサービスを堤供してその上保守が極めて容易であ

る｡又片面塾であるので試験､点検､保守動作が容易

で､将来の増設も極めて容易である｡なお､局線回路

については特に機能を考慮してあるので､必ず良好な

交換サービスを提供するものと確信している｡

懇々公社通研納M.P.蓄電器

近時､各種 気磯掛まますます小型車量化に進んでい

るが､通研に於ても今般その新型N型搬送 話端局には

M.P.蓄電器を使用して小型化の一助とされることにな

り､日東に於けるただ一つのM･P･蓄

戸塚工場では､所要M･P･蓄

あったが9月】.5日売約した｡

器製造工場たる

器の注文を受け製作中で

その製作の仮仕様雷中電気的必要条件としては

1.定格電圧…………………･250V D･C･

2.静電容量…………‥ 4J`F+1J`F土10%

3.耐 圧….上記250V D･C･を3分間

印加しても瞬間絶縁破壊を

しないこと

4.絶縁抵抗‥‥1/上F以下のものは

4,100(去)孟Mβ以上
1Jガ以上のものは

4,100(孟)志M㈹上
(註)′=測定温ま摂氏｡この式を計算すると

200Cに於ける1/慮Fあたpの絶縁抵抗が大

体1,000Mβ以上あればよいことになる｡
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欝11図 M.P. 蓄 儀 器

Fig.11.Type LSlOIM.P.Capacitors

tan∂..川‥‥‥‥‥.‥‥0.01以下(11亡C)

出来上り寸法….35×40～45×55(55高さ)

が示されている｡

これに対して､完成品の性能は上記仕 書中､1.2.

3･及び6の各項に対しては問題なく､4項の絶縁抵抗は

平均1,500MJ2.〟F(200C)となり､5項のtan∂も又

0.005前後でともに規格に対し十分の余裕を京した｡な

お本蓄電器の大さを通常の紙蓄

容

冷の大さに比較すると

に於て約リ4に小型化されている｡

製作し納入した箇数ほ未だ第1回の試作分で僅か25

箇であるが､これは日本に於ても､通 楔にM.P･蓄

器が実用化されることの囁矢をなすものであって､この

意味に於て日立のM.P.蓄電器製作にも一つの期を劃す

ことといえる｡

無 電 池 式 電 話 機

一般の 話機用送話宅割こは感度の良い炭素粉塾送話器

が用いられているが､これは必ず直流電源を必要とし､

且つ､劣化､吸湿等のため感度の低下､雑音の発生等の

障害がおき易い欠点がある｡この欠点を避けるために作

られたのが無 池式電話機(.SoundPoweredTelephone)

でその原理は次の如くである｡

普通の電話機に用いられている受話器も送話器として

使用出来るが､このまゝでほ感度が低すぎるので平衡按

極子塾の電気音響変換器に依り感度を著しく高めこれを

送話器として用いると､

は劣るが無

素粉型送話器に比 して感度

池で而も安定な送話器が得られる｡この場

合受話器も送話器として路々同様の構造をもたしめて感

度を高め送話器感度の不足を補うようにする｡かくする

と無電池式 話機の送受話器の結合的な感度ほ､炭素粉

塾電話機に比して精々低いけれども､5哩程度までの距

既に対してほ明瞭な通話が得られ､無電源で取扱簡易な

ため近距離電話用として最近各方面に広く用いられるよ

うになってきた｡例えば送受話器ユニットをハンドセッ

評 論 第34 第】_2号

第12図

Fig.12.

送話器と送受話券ユニ ット

The Handset,the Transmitter and

the Receiver

第13図

Fig.13.

インタrホン用無電池式電話機

Sound Powered Telephone for

Interphone

トに牧めると野外連絡用電話機として､又簡単な信号装

置を設けることに依りイソクーホ←ソ､掛舶用､鉱山用､

二中朝用電話機となる｡

送受話器ユニットは､普通の電話 用受話器に比して

感度を著しく高めねばならないから､平衡接極子塾とす

る外その旋…劫釆､磁気回路等について十分検討する必要

がある｡

日立製作所でほ鋭意これが研究を進め､1,000c/sに

於ける電力感度が約80dbという高感

ることが出来た｡即ち､振動板､

ミソを用いて出来る丈

のものを製作す

梓等にはヂュラル

くすると共に､ア･-一寸チュア､

ヨーク等には45%パ←マロイ等の高性能砥性材料を使

用する外､磁極間際のバランス､アーマチュアの支‥特等

工作組立方法にも詳細な検討を加えてある｡又細部に

至るまで電気音響的､機械的性筐について考窮を行い且

つ､防湿､防 にも極力意を用いている｡

第12囲ほ､このハソドセットを示し､第13国にほ､イ

ソタ←ホーン用として信号装置を設けた無電弛式

を示してある｡

機と､多数

話機に抜ヲ

ソタ←ホーン型

これは､信号装置と接続装置を持った彩己

もった親子型電話機､及び

置を持ち､信号装置と共有した所謂イ

話磯として使用されるものである｡こ
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れ等は相互通話の外会議式通話の出来る特長がある｡

日 立 新 型 気 化 器

日立製作所では今までの研究を活かして三7年度に於

ても､数種の新型気化静を市場に送り出したが､その中

主なものを次に紹介する｡

VB40-1塾気化券

本界は三重｢ペンチュリ←｣と燃料調整針弁をそなえ

た気化執こ日立独特の設 を加えたものである｡即ち加

速｢ポンプ｣の噴射位置に新しい方法を用いて独特な

｢スロr｣系 を]宋用している｡｢ベンチエリー｣の設計

に於いても簡単に取はずしが出来るように留意してあ

る｡木器の外観は第l利図に京す通りで､特に6気筒

3,000～5,000cc の｢エソヂソ｣iこ適している｡

VA26-1型気化器

木器ほ｢ダットサソ｣用新型気化器で日動燃料調整装

置がついている｡即ち軽負荷で絞弁閲度の小さい時は浮

子宝は大気と 縁され｢ペソチュリー｣の負圧が浮子喜

に導入される｡それ故浮子室内の圧力は大気圧以下とな

って､噴出簡よりの の噴出量を制限する｡従って菅

通巡行時の燃料は大いに節約出来る｡絞弁が或る程度開

くと｢レバー｣で浮手堅の墨気｢ノてルブ｣を開き､浮子

罪14図 VB40-1型 気 イヒ 器

Fig.14.Type VB40pICarburettor

弊15図 VA26-1:塾 気 イヒ 器

Fig.15.Type VA26→1Carburettor

室内の圧力は大気圧となり普通の気化器と同じになる｡

即ち の噴出は制限されることがなく､高出力を出す

ことが出来る｡その外観を茅】5図に示す｡

VC26-1型気化経

本笥封ま4気筒700～1,200cc位の｢エソヂy｣に適す

る気化器で｢オオタ｣号の新車に初めてつけられた｡二

重｢ベンチュリー｣と｢エヤプ1ト一宇｣を併用した気化

器で燃料消費量がすこぶる少く､出力も非常に増大し

た｡外観ほ前記VA26-1塾とよく似ているが内部の構

造ほ全く異っている｡

その他にも大型､小型或ほ特種形状の気化詮を試作完

成し試験中である｡昭和28年度には10指に余る新型気

化語が市場に送り出されるであろう｡

山 岳地 帯 に 於 け る1罰‖ⅦC･F旺

通 信 契 験

都市及び平坦地に於ける150MC 抜伝播状況

に関してはすでに相当広範な実験が行われ､その結果に

より各方面で移動業務としての150MC-FM無線

装置が実用されている｡

日立製作所に於ては更に一歩を

の御要求により阿武隈山脈横

山脈横断の通信実験を行い

め東北電力株式会社

の日平線ル←トに対し

材の実用性を実証し(日立

評論第34巻第8号972～982真､及び電気三学会東京支

部､関西支部連合大会講演論文集､分冊3,99真(昭和

27-10)参照〕､我 最初の送 線保守通

MC-FM無視電話装置を納入し､

られている｡

系として150

秀な成績で実用せ

今回はこのルートよりも更に山岳重畳せる大井川上流

の中部電力株式会社大井川堰堤(海技約400In)と直距

にして約10.5km 上流にあたる井ノ1 査所(海技約

600m)の間に於て､中部電力株式会社の御厚意により

通信実験せ行った｡

実験地の地勢は第Id図に示す如く大井川済谷に沿った

谷底である｡

冥鹸の結果斯の如き地形の処に於ても廻折 による笑

用通信の可能性を実証し得た｡結果を要約すると次の如

くいえる｡

界強度は平均 8db/m(Odb/m=1/∠Ⅴ/】n)

である｡

S/Nは約30dbである｡

垂直偏波の方が7k平偏波より若干

であった｡

界強度が大

墓中線は3素子八木基中線で実用になる｡

界､S/N等の定時変化は直線距離が短いため

か､短時間の宍放では認められなかった｡

然し乍ら実用通 回線を構成する場合には更に攻記の
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ことに十分考慮を払う必要があろう｡

(1)壷中嶺設置場所の選定

(3)基中級利得の向上(例えば複合多素子墨中線の

使用)

等により安定な回線を構成し得ると考える｡

本実験に際し御援助を賜った中部 力株式会社の各

位､掛こ現地に於て種々御便宜を取計らわれた明石千頭

運材事務所長､須藤井川調査所長に感謝する次第である｡

ストロージャ式上昇回転スイッチの改良

ストー,′-ジャ式騒動交換機の動作の主体をなしている

上昇回転スイッチ(第17図)ほ多数の部品を立体的に組

立てた後､部品の寂付位置及び部品相互の間隙i･こ微妙な

調整を加えて始めて安定な動作を行う機構である｡この

ため使用中に部品が磨耗すれば当然最初の調整値に変化

を来して両調整を行う必要が生じて来る｡しかも更に部

品が磨耗すれば､その部品を交換するか叉ほスイッチ全

体を新品と交換する必要が生じて来るわけであり､この

ため両調整ほ概ね10万回動作毎に1回を必要とし､且

つ寿命は30万国というのが通説であった｡これを改良

するため､日立は耐摩耗性の勝れた部品を使用して

命の上昇回転スイッチを製作するのに成功したので以下

に略述する｡従来の現場使用の笑琵及び寿命試験の結果

から考察して特に磨耗の激しいのは次の点である｡

(1)アーマチュア･ベアリソグ･ピソの 耗が特に

激しく､上昇及び回転不良の主原因をなしてい

る｡

(2〕ダブル･ドヅグ､ステーショナリ･ドッグ及び

薫こ書
l】【｢】川l

井
‖
調
奮
所

〃

第34巻 第12号

第16図 大井川上流150MC-FM

通信実験地地形並びに断

固図

Fig･16･MapoftheFieldTesting

Area

ロータリポールの先端が甚だしく磨耗して動作

不良を起している｡

主障害ほ以上のとおりであるが､これらの部品の耐摩

耗性向上のため次のような試作を行った｡

(1)アーマチュア･ベアリソグ･ピソほ燐青銅で作

られているが､自らも磨耗せず且つ相手である

電磁軟鋼饗のアーマチュアも磨耗させない材料

としてステyレス･ステイールで試作した｡

(2)ダブル･ドッグ､ステーショナリ･ドッグ及び

ロータリポールは高級仕上鋼板で作られている

が､自らも文相手のスイッチ･ハブ(燐青銅)

も磨耗せず又加工性もよく調整作業も容易な材

料としての特殊鋼板を選定して試作した｡

これらの改良試作品と現周一般部品とを組合せて第2

衷に示すか0台のスイッチを製作して別万固までの劫

第17囲

Fig.17.

上昇回転スイ ッチ

TlVO入･Iotion Switctl



1503

第2表 供 試 ス イ

Table2. The Component Partsof

ヅ チ 構 成 部

Switches for Hal壬MillionI.ife Test

■■■■■■
■~■~~ ~

表

ダブルドッグ
ステr一三/ヨ ナ

リ ド ッ グ

No. 2

No. 3

No. 4

No. 5

No. 6

No. 7

No. 8

No. 9

No.10

指 定 材 料

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

高 仕

改 良

高 仕

改 良

高

向
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ロ
uLl
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放
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板

｢一

口ロ

仕 板

仕 枚

改 良
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改 良
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FJ
日日

Iコ
ローl

lコ
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ロ
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甘

口ロ

ロ
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lコ
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【コ
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高 仕 額

‥
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･

-

7さぞ
･- /レ

ベアリ

〔上昇
ンりピ

ィ
フ
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改 良

改 良

肇二 良

改 良
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改 良

改 良
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‖ロ

ロ
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ロ
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ロ
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ーT
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1コ
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lコ
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高

高

仕 板
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ス テ

リ ソ

サ ソ

リ ソ
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青 銅

音

青

サ ツ 青

ワ ン 音

リ ン 看

り ソ 青

ワ ン 育

ワ ン 青

銅

銅

銅

銅

銅

鋼

銅

全部改良部品

同 上

ダブルドッグのみ改良品

全部現用部品

第3気 50万回までに発生した各スイ ッチ別の障得内容

Table3. The Resultsof Half MillionLife Test ofImproved Switches
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第4表 部 品 交 換 要 否
一 覧 表

Table4.The State of PartsafterHalfMillion

I.ife Test(× requires replacement,

O doesn(〕t)

f蒜が㌍別
ダブルドックスラーhナリト粛ロータリーオさルlベアリングビン

一 仙./ 政一-○ 改-○ 改-○ 改-0

l ヮ

l L ′/-一○
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〃
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■ J //-○ 〃
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X

〃 グ 現-× 〃~○
〃

--○
ケ

~

X

1 7 改-○ 〃ニー0 〃+■--○
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--･×

l
〃 β 主調-× 〃

一-0
〃
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〃 -

×

ク β 改-○ i現-× 現-∠ゝ か
【~

メ

〝 〝 硯-△ ′′

-×
〝 --･･--ム

‖
ナ++~】▲-ノミ

誌/.改は改良呂､現Lま現用吉邑品である事奮売笑
Z.0印は継続倭用可能恵毛の､X印は交換を要する竜の､

△印ほ磨耗は比麒的蘇芳てあちが､試験日的のため引続
き使用する竜のを示す.

(1)全部改良部品で組立てられたNo･1及びNo･

のスイッチは50万固まで無 放で動作してい

る｡

(2)これに反し､ベアリソグ･ピソに現用の燐青銅

晶を使用したNo･3～10 のスイッチは上昇及

び回転不良障害が非常に多い｡

(3)全部現用部品で構成されたNo･10のスイッチ

ほ447ヲ回で
.1

1 l ､る｡

(4)50万回動作試験径､各部品の磨耗量を測定して

今後の継 に堪えるかどうかを調べた結果

は第4表のとおりであった｡

即ち現用部品は殆ど佐用に堪え得ない程磨耗している

が､改良部品は全部継続使用可能であることが判明し

た｡倍､引 き寿命試験を行ったところ､改良部品を使

用したスイッチは無事故で100万固までの動作が可能で

←作試験を行ったが､その成績は第3表に示すとおりであ
あることが立証された0以上の試験成績より､スイッチ

成験試のこ
0る ヽとるす察

り
‥
･
.を を構成する数箇の重要部品を､互換性を損ほない範囲内
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で改良することにより､障害が少く且つ寿命の極めて長

いスイッチを製作出来ることが判明したわけである｡

れらの改良によって今後の

ろが大きいと確信している｡

話交換事業に貢献すると

関西電力成出発電所用

287･5kV高速度再閉路3△○制弧遮断器完成

287.5kVⅡlgIISpeed Reclosing3ムo

Contrar Circllit BreakeTS for

Narnde P.S.CompIeted

我国最初の超高圧送

成出発

線である関西

こ

力新北陸幹線の

所に用いられる287･5】iV800A,制弧

台がこの程日立製作所日立工場に於て完成した｡

断静は線路に事故が発生してから3凸ウ以内に

断罪3

断完了

し､それから12ロワで再び閉路するという劃期的な高

度性能を要求された｡このような高性能のものを短工完

で製作するために､その設計､製作には万全の努力が払

われた｡20日間にわたる厳密立会試験も無事に好成蹟を

以て予定の期日に完了することが出来た｡試験ほ型式試

鹸として､短盲

れ､

断試験､操作試験共に広範囲に実施さ

断時間ほ500Aから10,000Aにわたって3`b以

下､再閉路時間は7亡bより調整自在という世界的水準の

性能を示した｡｡

第18図 BOU-500王∋287･5ⅠくⅤ即OA制餌

遮断容量5,000MVA 3亡b

相再閉路

断器､

12㌔ 単

Fig.18.Type】】OU For刀1500B287.5kV80()A

Contrarc Circuit-BreakerInterrupting

Capacity5,000MVA,InterruptingTime

3凸ロ･12q,Single-phase Reclosing

NEI｣型287.5kV断路器

Type】甘Hl-287.5kVDiseonrleCting

Svit(九es

新北陸幹線関係機穿として成出､枚方両発電所にNHI.

第34巻 第12号

第19図

Fig.19.

NHL-PA287.5kV800A断路器

TypeNHLFormPA287.5kV800A

Disconnecting Switch

塾287･5kV断路器を合計28台昨年納入し､現在好成績

で運転中であるが､今回更に2台が完成し11月初め成

出発 所に椚入された｡これは成出一新夏木間送電線に

佐用されるもので､概略仕様は下記の通りである｡

定 格

定 格

庄………‥.………‥.287.5kV

流川‥
‥‥‥.800A

操作方式……圧縮窒気操作式(直流100V,

4･5kg/cm2〕1台は接地装置付

試験電 圧

温度上昇限度…………‥銅毒安触….250C

銀接触….450C

相 聞寸 法………………….5,000m皿

借上記の他枚方変電所の3号磯用として､日下NHI.

塑287･51亡Ⅴ圧縮空気操作のもの2台､手動操作のもの

1台合計3台を製作中で､近く完成する予定である｡
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1952年は我国にとって最も意義ある1年であった｡

文字通りの独立国家として､終戦以来7年振りに明朗な

文化国家の様相を呈したが､就中11月10日皇太子の立

太子礼には欝積していた国民感偏が爆発していろいろの

行事となって表現され､国をあげて目茶の歓喜が海外に

まで伝えられた｡

○

1952年を回顧する時､多事多端であった哉

に､太誌としても飛

ととも

の1年であり､脱皮した1年であ

った｡新年号より定期刊行物の12冊､毎号100頁以上

に及ぶ各種論文を掲載し､更らに別冊No･1の｢気体

機関係特集号｣を併せて13冊､通算すれば1,600真に及

ぶ膨大なる内容と充実した研究論文を発表した｡その笑

績は束号の巻末に添付した｢日立評論｣昭和27年度総

目次を一見して頂けば明らかである｡体裁はNo･7以降

新装をこらし､ 界誌中異彩を放つ 武図案

などにも慎重を期し､愛読者諸兄への期待に

始一貫した｡

(⊃

発

､写真選択
うべく終

本号は更らに木年綽尾を飾る内容を盛り､｢新潟県三両

所工事並びに磯券概要｣を巷説論文として以下13

篇､いづれも30枚～50枚に及ぶ長論文を並べての傑作

集で､｢ケーブル起重機の計画と最近の実績(その一)｣

は引続き Vol.35No.2 と分戟した大論文で前記三回

P.S.の建設にも活用されたケーブル起重践を中心にクレ

ーンの歴史と､将来への計画を詳述した貴霞な論文であ

る他､東邦に於てはじめて国鉄小千谷P･S･連絡送電線

用に設置され､斯界注目の好成績を収めた l~■
■

電装置の人工故障試験｣の報告など､本年度の総決算と

して =日立技術が誇る"クリスマス･プレゼソトの豪

華版である｡

C･

倍､木誌(第121真参照)に｢日立製作所所員､旧所

員並びに日立藩憩老君書一覧表｣を発表したが､その大

半は本誌創刊以来お馴染み深き執筆者各位による著書を

紹介したもので､本誌に掲載した論文をまとめ､刊行し

たものもある｡こゝに改めて｢日立技術の成果｣を再確

認し､今後の精進への拍革としたい微意を汲んで頂けれ

甚である｡

(⊃

先般木誌Vol.34No.7に挿入した｢日立評論｣与論

調査(アンケート)に対し､早速多数の愛読者から御厚

意ある批判や熱心な希望がよせられ､編集部は感激して

いる｡

第1回の試みであり､調査方法にも今後は十分検討し

た上､更らに各方面へ呼びかける方針であるが､今回の

査に於て統計した結果からみても､森誌編集方針と変

読者各位よりの要望がマッチしていた事実を知り､大変

喜んでいる｡

今後相不変御叱声を頂き､編集上の云唆と致したい｡

最後に､本年度寄稿下された執聾者各位は勿論､たえ

ず木誌を御愛読の上､いろいろと御指導御鞭撞や御注意

頂いた愛読者に対し､衷心から御礼申上げるとともに､

今後も一層の御指示を賜らんことを希望して年末の静と

致す次第である｡

(送料共)

(寺 沢生)

広告仮数店 東京都港区芝南佐久問町1の26 電話芝(43)4317 広 和 堂




